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平成３1年度活動報告

平成３1年４月　１日より

令和2年３月３１日まで

Ⅰ概況
平成30年4月の海賊版サイト「漫画村」の閉鎖以降、コミックの売り上げが回復傾向を示し、「鬼滅の刃」の大ヒットにより、コミックを中心に、昨年11月頃から売上減少に歯止めがかかる明るい兆しが微かに現れた年度後半であったが、1月以降、新型コロナウィルスが世界的に蔓延し始め、テレワークの導入や、外出自粛で人の流れが制限される事態となった。都心の書店では売り上げが大幅に減少する一方、住宅地の書店では3蜜の不安を抱えつつも、売り上げが大幅に伸びるという二極化が進む状況になっている。新型コロナの影響により、チェーン店を中心に営業の自粛が行われ、雑誌等の出版物も付録生産の滞りや外出自粛による取材の困難さなどから、販売の延期や中止が相次ぎ、出版全体の売り上げにも多大な影響を及ぼしている。また、接触感染対策として理美容室等への定期配達が解約されるなど、これまでの販売モデルへの影響も大きく、教科書販売の延期など、多方面に新型コロナの影響が現れてきている。
2019年の出版市場（推定販売金額）は、紙の市場が前年比4．3％減少、電子出版が同23.9％増で、全体では前年比0．2％増の1兆5，432億円となり、全体の市場は2014年の電子出版統計開始以来、初めて前年を上回った。紙市場は15年連続のマイナスとなり、書籍が前年比3．8％減、雑誌が同4．9％減となった。雑誌はコミックス（単行本）の同約4％増により、減少幅が縮小した。電子市場はコミックが前年比29．5％増となり、電子書籍が同8．7％増、一方、電子雑誌はｄマガジンの会員数減少により同16．7％減の2年連続減少となった。出版市場の電子出版の占有率は19．9％となり、前年の16．1％から更に上昇した。（（公社）全国出版協会・出版科学研究所発表）新型コロナの影響が、電子市場への移行を加速するのか、今後注視していく必要がある。
巣ごもり需要により、学参ドリルの販売が伸びるなど書籍への需要が拡大している一面もあり、知識欲、娯楽としての本の価値が否応なく再評価される状況である。業界は大変厳しい状況ではあるが、これを機に、本の魅力を再評価してもらうべく、より質の高い本を読者に届ける努力が必要である。今、巣ごもりにより生まれた時間の消費先として、ネット動画やゲームなどに多くの時間が費やされているが、ネットには出所不明な情報の危うさや質のばらつきもあり、本にとっては信頼を勝ち取るチャンスでもある。ピンチをチャンスと捉え、積極的な心構えで現状に対処していかなければならない。

また、新型コロナ騒動で、様々な業種が危機に陥っており、書店や出版業界の経営状況の危うさに注目が集まりにくい状況であるが、書店の経営環境は何ら改善されていない。さらに営業自粛による出版流通の滞りは、取次の経営にも重大な影響を与えるであろう。書店の薄利に起因する後継人材の欠如、政府によるキャッシュレス決済推進による書店利益の圧縮は、大手チェーン店も含めた書店の経営危機を誘発する恐れがある。また書店を軽視した料金設定や増刷配本の遅延等により、ＡＭＡＺＯＮやＦｕｊｉｓａｎ、電子市場に顧客を奪われている状況など、業界の課題は山積している。書店経営への新規参入が馬鹿馬鹿しいほどの経営環境は、新陳代謝もできず、死へと向かうのみである。既に多くの地域でネット上か図書館でしか本と出会うことができない社会を子ども達に提供していることは、出版業界として健全といえるだろうか。コロナ危機により新しい生活様式への社会システムの大変換を余儀なくされる時代を迎え、業界のあり方を根本から再構築する契機としなければならない。
青年部としては、近い将来に向けて（遠い将来を見渡せない。それほど悠長ではない）、書店経営を続けたいという意思を持つ書店人としての声をあげ、出版業界の明日をも知れぬ破綻から回避すべく、発信を行い、互いに手を取り合って、業界を支える努力をしていきたい。
Ⅱ　会員数の現況
　令和２年３月３１日現在　　　　　　１００名

Ⅲ　会議等の開催の概要

１、　総会

　

第２９回通常総会

　開催日　　　　　　平成3１年６月１４日

　開催場所　　　　　東京都書店商業組合　会館３階会議室

【審議及び議決の内容】

第一号議案　平成３０年度活動報告承認の件（原案通り可決）

第二号議案　平成３０年度会計報告承認の件（原案通り可決）

　　　　　　　　　　会計監査報告

第三号議案　平成３１年度活動計画決定の件（原案通り可決）

第四号議案　平成３１年度収支予算決定の件（原案通り可決）

第五号議案　役員改選の件

（臨時理事会にて会長選挙を実施）

会長　　葛飾区大和書店　田中久隆

副会長　世田谷区甲文堂書店　越石功

副会長　江戸川区椿書房　田島英治

会計　　豊島区野上書店　野上秀和

２　、理事会

〇平成３１年度第１回理事会　　平成３１年４月１１日（木）書店組合三階会議室　出席11名

明昭館書店田中紀会長、甲文堂書店越石副会長、大和書店田中久副会長、小川書店　小川理事、ビーブックス平井理事、椿書房田島理事、野上書店野上理事、井荻書店長谷川理事、三弥井書店吉田理事、新橋書店山辺理事、三陽堂書店萬納会員

議題

1 店頭活性化委員会（誠文堂新光社、二見書房、Ｊリサーチ出版、マキノ出版、河出書房新社、彩図社、化学同人社）

2 ＮＥＴ店頭連動委員会（アクセス数、協賛契約、アフィリエイト報告等）

3 書店再生委員会（小学館雑誌定期協力金について）

4 庶務委員会（総会について）
5 その他（ＰａｙＰａｙ ＱＲコード決済説明、再販制度勉強会）

〇令和元年度第２回理事会　　令和元年５月９日（木）書店組合三階会議室　出席12名

明昭館書店田中紀会長、甲文堂書店越石副会長、大和書店田中久副会長、小川書店小川理事、ビーブックス平井理事、椿書房田島理事、真光書店矢幡理事、野上書店野上理事、井荻書店長谷川理事、三弥井書店吉田理事、新橋書店山辺理事、三陽堂書店萬納会員

議題

1 店頭活性化委員会（Ｊリサーチ、誠文堂新光社、化学同人、マキノ出版）

2 ＮＥＴ店頭連動委員会（アクセス数、協賛契約、アフィリエイト報告等）

3 庶務委員会（総会について）

〇令和元年度第３回理事会　　令和元年６月１４日（金）書店組合三階会議室　出席13名

明昭館書店田中紀会長、甲文堂書店越石副会長、大和書店田中久副会長、小川書店小川理事、ビーブックス平井理事、椿書房田島理事、江戸川書房秋葉理事、野上書店野上理事、井荻書店長谷川理事、八雲堂書店新倉理事、三弥井書店吉田理事、黒田書店黒田理事、山陽堂書店萬納理事

議題
1 店頭活性化委員会（化学同人社、ＰＨＰ研究所）

2 ＮＥＴ店頭連動委員会（アクセス数、協賛契約、出版社協賛金、アフィリエイト報告等）

3 書店再生委員会（小学館雑誌定期協力金について）

4 庶務委員会（総会について）

〇令和元年度第４回理事会　　令和元年７月１１日（木）書店組合三階会議室　出席9名
大和書店田中久会長、甲文堂越石副会長、野上書店野上理事、小川書店小川理事、ビーブックス平井理事、明昭館書店田中理事、黒田書店黒田理事、山陽堂書店萬納理事、新橋書店山辺理事

議題
1 店頭活性化委員会（ＰＨＰ・掘り出し選書・新企画）

2 ＮＥＴ店頭連動委員会（アクセス数、協賛契約、全国版制作作業進捗状況報告等）

3 書店再生委員会（小学館雑誌定期協力金について）

4 庶務委員会（総会会計報告、レクリエーションについて）

5 その他（Ｊ－ＣＯＩＮ、交通新聞社セット紹介）

〇令和元年度第５回理事会　　令和元年８月３日（金）書店組合３階会議室　出席9名

大和書店田中久会長、甲文堂越石副会長、椿書房田島副会長、野上書店野上理事、 小川書店小川理事、ビーブックス平井理事、明昭館書店田中理事、山陽堂書店萬納理事、新橋書店山辺理事

議題
1 店頭活性化委員会（掘り出し選書終了、いーほん青年部）

2 ＮＥＴ店頭連動委員会（アクセス数、アフィリエイト報告）

3 庶務委員会（レクリエーションについて）

4 書店再生委員会（小学館雑誌定期協力金について）

〇令和元年度第６回理事会　　令和元年９月１２日（木）書店組合３階会議室　出席9名

大和書店田中久会長、甲文堂越石副会長、野上書店野上理事、小川書店小川理事、ビーブックス平井理事、明昭館書店田中紀理事、黒田書店黒田理事、三洋堂書店萬納理事、井荻書店長谷川理事

議題
1 店頭活性化委員会（枻出版、いーほん青年部）

2 NＥＴ店頭連動委員会（アクセス数、協賛契約、アフィリエイト報告、全国版ホームページ制作について）

3 庶務委員会（レクリエーション、ブックフェスティバルについて）

4 書店再生委員会（小学館雑誌定期協力金について）
5 その他（ＨＰリニューアル等）
〇令和元年度第７回理事会　　令和元年１０月１０日（金）書店組合３階会議室　出席１１名

大和書店田中会長、甲文堂越石副会長、椿書房田島副会長、小川書店小川理事、ビーブックス平井理事、野上書店野上理事　明昭館書店田中理事、山陽堂書店萬納理事、八雲堂書店新倉理事、黒田書店黒田理事、井荻書店長谷川理事

議題
1 店頭活性化委員会（カレンダー、いーほん青年部、誠文堂新光社）

2 ＮＥＴ店頭連動委員会（アクセス数、アフィリエイト報告について）

3 書店再生委員会（小学館雑誌定期協力金について）

4 庶務委員会（レクリエーション、ブックフェスティバルについて）
〇令和元年度第８回理事会　　令和元年１１月１４日（木）書店組合３階会議室　出席10名

大和書店田中会長、甲文堂越石副会長、小川書店小川理事、ビーブックス平井理事、野上書店野上理事　明昭館書店田中理事、山陽堂書店萬納理事、黒田書店黒田理事、井荻書店長谷川理事、新橋書店山辺理事

議題
1 店頭活性化委員会（いーほん青年部、Ｊリサーチ、誠文堂新光社）

2 ＮＥＴ店頭連動委員会（アクセス数、協賛契約、アフィリエイト報告について）

3 庶務委員会（ブックフェスティバル、レクリエーション、新年会について）

4 書店再生委員会（小学館定期雑誌販売協力金、キャッシュレス決済について）
〇令和元年度第９回理事会　　令和元年１２月１２日（木）書店組合３階会議室　出席８名

大和書店田中久会長、甲文堂越石副会長、椿書房田島副会長、小川書店小川理事、明　　　　昭館書店田中紀理事、野上書店野上理事、黒田書店黒田理事、山陽堂書店萬納理事

議題
1 店頭活性化委員会（いーほん青年部、Ｊリサーチ出版、誠文堂新光社）

2 ＮＥＴ店頭連動委員会（アクセス数、協賛契約、アフィリエイト報告、書店再生支援財団補助金申請について）

3 庶務委員会（新年会準備について）

4 書店再生委員会（小学館定期雑誌販売協力金について）
5 その他（読書人セミナー等）
〇令和元年度第１０回理事会　　令和２年１月１５日（水）書店組合３階会議室　出席１０名

大和書店田中久会長、甲文堂越石副会長、野上書店野上理事、小川書店小川理事、ビーブクッス平井理事、明昭館書店田中紀理事、八雲堂書店新倉理事、山陽堂書店萬納理事、久美堂書店井之上理事、新橋書店山辺理事

議題
1 店頭活性化委員会（いーほん青年部、Ｊリサーチ、誠文堂新光社）
2 ＮＥＴ店頭連動委員会（アクセス数、協賛契約、アフィリエイト報告、ＪＰＯ青年部ＨＰについて）
3 庶務委員会（新年会について）
4 書店再生委員会（小学館雑誌定期協力金について）
5 その他（読書人セミナー、豊島支部講演会等）
〇令和元第１１回理事会　　令和２年２月１４日（金）　銀座ライオン銀座七丁目店　出席１１名

大和書店田中久会長、甲文堂越石副会長、椿書房田島副会長、野上書店野上理事、小　　　　　　川書店小川理事、ビーブクッス平井理事、明昭館書店田中紀理事、江戸川書房秋葉理事、山陽堂書店萬納理事、黒田書店黒田理事、新橋書店山辺理事

議題
1 店頭活性化委員会（いーほん青年部、Ｊリサーチ、誠文堂新光社）
2 ＮＥＴ店頭連動委員会（アクセス数、協賛契約、アフィリエイト報告、書店再生支援財団補助金について）
3 庶務委員会（新年会、レクリエーション、２０周年行事について）
4 書店再生委員会（小学館雑誌定期協力金について）
Ⅳ　その他の主な活動
Ａ）青年部レクリエーション

　今年度は3月中旬に予定していたが、コロナ禍の影響で中止。

Ｂ）神保町ブックフェスティバル

　令和元年１０月２６日（土）、２７日（日）

Ｃ）新年懇親会

　令和２年２月１４日（金）　銀座ライオン　クラシックホール

　参加者　７３名　　

　祝辞を双葉社　第二営業部長　酒井正浩様、乾杯を誠文堂新光社　取締役　貫田淳様に依頼。

Ⅴ　委員会報告

1． ＮＥＴ店頭連動委員会
青年部ホームページには平成３１年度には下記の様なトピックがあった。

1 令和元年５月　勝木書店20店舗の在庫検索処理が復活したのでこれに対応した。

2 令和元年６月　啓文堂書店の在庫検索処理のリニューアルに伴い、一時停止していた37店舗の在庫検索を復活。

3 令和元年６月２９日　ヨドバシカメラの在庫検索処理が変更になっていたのでこれに対応した。

4 令和元年７月３０日　書店再生支援財団に書店案内アプリへの補助金1800万円を申請するも、見積もり金額があいまいとのことで保留となる。

5 令和元年９月１２日　理事会にて書店案内アプリの仕様と見積りについて精査し、金額を１０００万円に圧縮した後、書店再生支援財団に再提出。

6 令和元年１０月８日　鬼滅の刃効果でアクセス数が約25%増加。

7 令和元年１１月２６日　書店再生支援財団理事会に出席し、書店案内アプリの仕様と見積内容を説明。

8 令和元年１１月２７日　ヨドバシカメラの在庫検索処理がタイムアウトエラーとなり、検索不能となる。

9 令和元年１２月上旬　啓文堂書店が在庫検索処理を休止。

10 令和元年１２月１１日　ＪＰＯにて書店案内アプリについて説明と交渉を行い、近刊情報データベースの利用許可要請及び、ＰｕｂＤＢに書店案内へのリンクを依頼。

11 令和元年１２月１５日　三省堂書店、廣文館書店、東京堂書店の在庫検索を復活。

12 令和元年１２月２９日 １２月１７日時点のＪＰＲＯ書店共有マスタを利用して書店情報を更新。

13 令和２年１月１５日　ＪＰＯ理事会にてＰｕｂＤＢに全国書店案内へのリンクを挿入することについて了承が得られる。

14 令和２年１月２９日　全国書店再生支援財団理事会にて書店案内アプリに対する補助金６００万円が内定。

15 令和２年２月６日　ＪＰＯ、ＰｕｂＤＢに全国書店案内へのリンクが張られる。

16 令和２年３月　新型コロナウイルス感染防止のための全国一斉休校の影響により、鬼滅の刃効果で増加し定着していたアクセスがさらに約20%増加する。

17 令和２年３月末　新型コロナウイルスの感染防止の為の休業、テレワーク、外出自粛により、アクセス数がさらに約80%増加する。
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平成３１年度は令和元年１０月の鬼滅の刃ブームの効果と、令和２年３月からの新型コロナウイルスの流行により、極端にアクセス数が増加した年となった。４月のアクセス人数で比較すると平成３１年の2,603人に対して令和２年は6,462人となり対前年比は248,2％にもなる。これまでの実績では、全国書店案内を一度でも利用されたユーザーはほぼリピーターとなっており、この方々もこのページの利便性を理解してその後も定着するものと考えている。

また、計画中の書店案内アプリの開発についても書店再生支援財団から予算600万円を頂けることとなり、我々青年部の全国書店案内が読者の要望を業界の中心に向かって浸透させているのを実感することとなった。今後はさらに正確に読者の要望を汲み取り、その要望を具体化して、さらなる利便性を提供する必要があり、その難しさと責任の重さを痛感するところである。

広告収入についても順調で、昨年広告掲載いただいていた１４社全てにご継続いただいき、282,800円の収入となった。(注)　アフィリエイト収入についてはさらに好調で、成約金額では6,874,235円（対前年326,4%）、収入では214,814円（対前年325.2%）となっている。
（注）損益計算書では入金額で計上しており、ここでは請求額で計上している為16,800円のずれがある。
以下に昨年目標それぞれについて報告する。

1 ホームページの読者への広告

　本年度は特に広告らしいことは出来なかったが、令和元年１０月の鬼滅の刃ブームにより約25％アクセスが増加した。また、令和２年３月には新型コロナウイルスの流行による学校の一斉休校で児童書や学参書の需要が激増し、ここでもアクセス数が約20％増加した。さらにその後休業する業種が増えた事と、大企業のテレワーク化、自発的な外出自粛により、家に居る時間が増えた読者の需要が飛躍的に高まった。その上、休業要請がなかったにも係わらず、テナントに入居している大型書店が休業を余儀なくされたことと、自主的に休業した大型書店も多数あったことから、本を買う場所を奪われた読者が本や書店を探す為に、こぞって全国書店案内にアクセスしたことからアクセス数はさらに70％の増加となった。

　我が全国書店案内は広告をそれほどしなくても、本の需要が高まり、本や書店を探す人が増えれば、瞬間アクセス数が高まり、一度使った読者はその実用性から殆どがリピーターとなって定着していて、非常に良い循環が出来ている。
2 ホームページへの版元からのリンクを増やす
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令和2年 7月9日

書店組合３階会議室

東京都書店商業組合青年部

　令和２年１月１５日のＪＰＯ理事会にてＰｕｂＤＢに全国書店案内へのリンクを挿入することについて了承を得、２月６日に無事リンクが張られた。右の画像は実際のＰｕｂＤＢの画像である。他のネット書店よりもリアル書店の集合体である我が全国書店案内を優先した設計になっており、理想的な形になっている。
3 ホームページのへの各県組合からのリンクを促す

　今年度は各県組合にアクセスする機会がなかった。

4 店内在庫を表示できる書店を増やす

平成３１年５月　勝木書店20店舗の在庫検索処理が復活したのでこれに対応した。これにより在庫検索可能な書店は全国で11,547店中1,683店で14,6%、都内で1,355店中193店で14,2%となった。
5 書店案内の充実

今年度は写真等を新たに追加できた店舗はなかった。

6 書店案内のメンテナンス

親会議事録中の組織委員会の報告と、業界紙の情報から店舗の情報は随時更新している。それにプラスして令和元年１２月１７日時点のＪＰＯ書店共有マスタより開店・閉店の情報を反映。同時に、honto、TSUTAYA、HonyaClub、e-honの情報を用いて書店の営業時間等の情報を更新した。

7 広報機能を充実

　豊島支部主催で令和２年２月９日に行われた講演会「トキワ荘の漫画たちと今の漫画界の真実」についてホームページを使った告知を行った。また、「いーほん青年部」についてもホームページから内容が見られる様にして告知した。
8 改善資金の調達

昨年広告掲載いただいていた会社の１４社全てにご継続いただいており、堅調に推移している。収入は1社につき20,000円／年いただいていて計282,800円で、こののうち実際に入金された266,000円の半分の133,000円を技術指導料として近藤様にお支払いしたので、今年も継続してプログラムの修正をお願いしてゆく。半端な金額なのは作業の効率化の為に更新時期をある程度合わせる様に調整した為である。　

アフィリエイト収入については、成約金額では6,874,235円（対前年326,4%）、収入では214,814円（対前年325.2%）になっている。このうち、組合加盟店を辿って成約されたものが5,850,518円あり、青年部収入が214,814円、組合員への払い戻し予定額が173,950円となっている。Hontoのアフィリエイト率が1%になってしまった為に青年部収入よりも多くの払い戻しが発生している。今後Hontoとアフィリエイト率の交渉をするか丸善ジュンク堂及び文教堂だけ払戻し率の変更をするかを検討する必要がある。
e-hon青年部店での販売は3,308円、収入は165円となっている。

　令和２年１月２９日に書店再生支援財団に申請していた書店案内アプリへの補助金６００万円の支給が決定し、今期末を過ぎた令和２年５月２７日に青年部会計に入金された。しかし、これは令和元年７月３０日に広告宣伝費まで含めた１８００万円で申請をしていたもので、下記の経過を辿ってようやく決着を見たが、満額とはいかず、これからさらなる努力が求められる結果となっている。

· 令和元年７月３０日　書店再生支援財団に補助金1800万円を申請するも、見積もり金額があいまいとのことで保留となる。合わせて東京都や国で行っている情報化推進等の補助金を利用できないか検討したらどうかとのご提案をいただく。

· 令和元年９月５日　東京都中小企業団体中央会が斡旋し、東京都で行っている「団体向け課題解決プロジェクト支援事業」の内の「助成事業」への応募を検討するが、「団体向け課題解決プロジェクト支援事業助成金募集要項」の「助成対象経費」に「ホームページ制作費ホームページを制作する経費の総額のうち、受注の仕組み（通信販売や双方向通信による商談機能等）と受注に関するページ制作以外の経費は助成対象となりません。」とあり、受注のしくみをe-honにアフィリエイトしている為に助成対象とはならないことを確認した。

· 令和元年９月５日　全国中小企業団体中央会でも「２０１９年度 組合等情報ネットワークシステム等開発事業」の募集を行っておりこれが下りると最大２０００万円までの補助金がでるが、今年度は７月１日で募集を終了しているので、今年度の応募はできないことが確定。
· 令和元年９月１２日　理事会にて書店案内アプリの仕様と見積書の内容について精査し、金額を１０００万に圧縮した後、書店再生支援財団に再提出。
· 令和元年１１月２６日　書店再生支援財団理事会に出席し、仕様と見積内容詳細を説明。結果、ＪＰＯの読者向けシステムＰｕｂＤＢに書店で購入するボタンをつけていただくことと、近刊情報データベースを利用させていただくことについて青年部がＪＰＯと交渉することとなり、この結果を受けて再度財団と交渉することとなった。
· 令和元年１２月１１日　ＪＰＯにて書店案内アプリについて説明と交渉を行い、近刊情報データベースの利用についてはその場でご許可をいただき、ＰｕｂＤＢへの書店購入ボタンについても出席者全員にご賛同いただいたが、ボタンの位置についてはネット書店より優遇する訳にはゆかないという意見もあり、ＪＰＯの次回委員会の議題として話し合い結論を出すことになった。
· 令和２年１月１５日　ＪＰＯ理事会にてＰｕｂＤＢに全国書店案内のへのリンクを書店購入ボタンとして挿入することについて了承を得る。
· 令和２年１月２９日　全国書店再生支援財団理事会にて書店案内アプリへの補助金について討議され、要求満額の１０００万円とはならなかったが、６００万円の補助が理事会にて内定した。（但し、正式決定は理事の交代等の都合があり３月２５日の評議員会となった。）

· 令和２年２月６日　ＪＰＯ　ＰｕｂＤＢに全国書店案内へのリンクが張られた。
２、店頭活性化委員会

〇店頭活性化企画

1 Jリサーチ出版と報奨企画を実施
報奨対象商品Ｊリサーチ出版の書籍全点、販売期間一年間。

2 誠文堂新光社棚貸し

書店の棚を期間を決め有料貸出。

3 枻出版と報奨企画進行中

報奨対象商品「版元指定の書籍」

4 いーほん青年部

青年部の各書店でおすすめの文庫を選書。専用帯で店頭展開。

○　掘り出し選書

２０１8年１１月から２０１9年10月の実績は参加書店１5店、協力版元8社(春秋社、トランスビュー、ミシマ社、七つ森書館、青土社、羽鳥書店、新曜社、亜紀書房)、総販売冊数186冊(前年比－25％)であった。引き続き外注の物流を可能な限り使用せず、経費削減に努めた。今期は2年1セットの最後の年となり、来期について話し合ってきたが最終的に2019年8月の理事会で今期をもって中止の決定とした。このシステム自体は画期的なものであったと思うし、この経験を新たな機会に生かせればと考えている。また長きにわたり版元側の取りまとめをしていただいた新曜社の中山氏には心より感謝申し上げたい。

〇青年部推奨カレンダー販売

毎年行っているクック＆ライフ社カレンダー販売実績、２０１９年度も減少。販売部数４１５部（前年４８５部８５．５％）、参加書店数９店（前年９店）、新規参加店０店。

カレンダーの内容は例年通り仔猫・仔犬・花。過去に実績のある店のみ継続している。今年度も非常に厳しい結果となった。また、新規にぶよお堂のカレンダー（日本地図・線路図等）を案内し販売も行ったが（集計はせず）こちらも不振に終わった。カレンダー販売自体見直す時期かもしれない。

3． 書店再生委員会

業界全体の雑誌の販売不振の中、街の書店の雑誌の定期取り置き、配達の販売継続効果を、業界にこれからも訴え続けていく。また実質的な正味改定への行動を継続していく。昨年度より、小学館に街の書店の現状をご理解頂き、報奨金を得る仕組みを開始しているが、単年度のみでなく、今期も継続して行っていく契約を成立することが出来た。今後も雑誌については、定期（配達・取り置き）という書店あっての販売の重要性を訴え、他版元にも理解して頂き、この様な活動を今後も書店に実利のある形に大きく推進していきたい。

· 小学館からの雑誌定期・取り置き販売協力金は

· 今年度　　書店数　１４２店参加　　販売協力金　２，２６１，９９４円　を得た。

一般財団法人　全国書店再生支援財団との書店再生への取り組みにまずは業界全体を見据えたインフラの提案を行い、書店ＰＯＳシステムの書店負担の軽減化と業界全体のインフラ構築に参画し、今後もこの団体へは東京青年部が街の書店を代表し、街の書店の為の提案を継続していきたい。

4． 庶務委員会
○青年部懇親レクリエ―ション
本年度は３月中旬にレクリエーションの予定でしたが、新型コロナウイルスの影響により残念ながら中止になりました。２年連続で懇親レクリエーションが中止になってしまったので、来年度こそは実施したいと考えております。

○神保町ブックフェスティバル

　令和元年１０月２６日、２７日の２日間実施されたイベントに例年通り参加し、２日間とも天気に恵まれ、今年も各店から募った商品をワゴン２台で安価に販売しました。販売商品は書タレ、雑貨、古書のセレクト品。２６日売上350,00円、２７日売上228,400円、計578,400円の売り上げ。特に雑貨の売れ行きが際立ちました。今後もお客様に喜ばれる販売を行いたい。
5． 渉外　中小企業団体青年部協議会
1 東京都中小企業団体青年部協議会代表者会議に出席　平成３１年４月１０日（水）

2 東京都中小企業団体青年部協議会講習会に出席　令和元年６月１０日（月）

3 東京都中小企業団体青年部協議会第４２回通常総会　令和元年６月１０日（月）

4 関東甲信越静ブロック中小企業青年中央会講習会に参加　令和元年７月１９日（金）
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1 役員会費 3,000

理事会費

1 補助金収入 700,000

2 その他の会議費 280,535

監査会・研修会

等

2 事業収入 572,324

3 交通費 480,000

理事会・出版社

等

報奨金分配手数料 253,575

4 通信費 53,025

FAX･資料送付

カレンダー売上 51,925

5 その他の費用 502,344 広告掲載収入 266,000

レンタルサーバー費 35,370 ブックフェスティバル収入 824

ホームページ運営費 133,000

指導料・e-hon・

ﾏｽﾀ・ｱﾌｨﾘｴｲﾄ

3 雑収入 61,300

未収消費税返

還分等

振込手数料 1,607 4 受取利息 8

東京都中小企業団体

青年部協議会費用

55,000

カレンダー仕入 51,590

法人税等負担金 4,900

補助 219,412

総会・新年会

その他 1,465

謄本･コピー代

等

1,318,904 1,333,632

14,728

1,333,632 1,333,632

科目 科目

平成31年度　東京都書店商業組合　青年部　決算報告書

損　益　計　算　書

（自平成31年4月1日～至令和2年3月31日）

費用の部 収益の部

小　　　計 小　　　計

当期利益



合　　　計 合　　　計



[image: image4.emf]金額（円） 金額（円）

58,540 706,611

1,542,049 交通費 480,000

みずほ銀行 705,169 HP技術指導料 133,000

東京信用金庫 836,880 e-hon運営費 83,177

郵送料 9,576

封筒代 858

420,154

借入金 260,000

213,824

前期繰越金 199,096

当期利益 14,728

1,600,589 1,600,589

　　令和２年　　　月　　　日

東京都書店商業組合　青年部

会　長　

田中久隆

㊞

会　計　

野上秀和

㊞

上記の内容は適正なることを認めます。

東京都書店商業組合　青年部

　　令和２年　　　月　　　日

会計監査　

小林洋

㊞

小宮仁

㊞

以上のとおり相違ありません。



次期繰越金



　合　　　　　計 　合　　　　　計



預り金（報奨金）

平成30年度　東京都書店商業組合　青年部　決算報告書

貸　借　対　照　表

（令和2年3月31日）

資産の部 負債及び資本の部

科　　目 科　　目

現　　金 未払金

預　　金



令和２年度活動計画

令和２年　４月　１日から

令和３年　３月３１日まで

Ⅰ　活動方針

　新型コロナの影響を受け、人の流れが変化し、立地条件によって書店ごとに戦略を大きく見直さなければならない事態となった。書籍、雑誌の単価は値上げが行われているが、書店の粗利は据え置きで、経営環境は非常に厳しく、事業継承する価値を見いだすことが困難な状況が続いており、書店の減少に歯止めがかからない。東京でも既に駅前に本屋の無い町が増え、子どもたちが本を買うという当たり前であった行為を体験できるのはコンビニの雑誌類だけという状況が広がっている。そんな中、コロナの移動制限により、リアルな本を手にする機会が奪われ、電子書籍への移行が加速してしまう恐れが高まっている。我々東京都書店商業組合は『あなたは本屋のない町に住みたいですか？』というスローガンを掲げ、読者に訴え続けてきたが、既に相当の人々が本屋のない町で生活を送っているというのが実情である。このままでは近い将来、ほとんどが図書館にのみ流通するような高額な書籍以外に紙で書物を発行することが困難になってしまい、購入した紙の本を自宅に並べられるのは一部の特権階級（高額所得者）のみという、まるで羊皮紙時代の再来のような時代へと突入してしまうのではないだろうか。
　活字離れと騒がれても、本が好きな若者は確実に実在している。そんな若者たちが町の書店に価値を見いだし、書店の再生と、未来を担う一員に加わってもらうためにも、書店の利益の改善が図られなければこの業界に未来はない。引き続き、街の書店の存在意義を国民に訴えていく活動を行っていきたい。

こうしたことから、本年度は下記の取り組みを行っていく。

一）書店の存続に向けた意見の発信

二）本屋アプリの開発

三）若手人材の参加拡大

　本屋に人を誘導するスマートフォン向けアプリの開発に取り組み、町の本屋の存在感、利便性を再認識してもらうきっかけを作っていく。このアプリがＬＩＮＥのように、スマホに標準でインストールされ、AMAZON以上に支持を集められることを目標に、便利で魅力的なアプリとなるよう検討を行っていく。現在、株式会社読書人の協力も得て、信頼性のある書評をこのアプリで紹介し、購買につなげていくことを検討しており、早期に提供できるよう尽力してまいりたい。
　また、書店の存続のためには、若手が納得のいく方向で業界が改善されていかなければならない。そのためにも、青年部に若い人材に積極的に参加していただき、業界の活性化に様々な意見を集約、発信していかなければならない。非常に厳しい経営環境の中、人を出すということが非常に難しい状況であるのは重々承知の上で、是非とも会員に青年部に若い人材を送り出して頂き、活性化を図っていきたい。
Ⅱ　活動計画

(1) 通常総会の開催

第３０回通常総会を開催する。

令和２年７月９日（木）　書店組合３階会議室

(2) 理事会・執行部会の開催

令和２年度理事会を３月を除く毎月1回行い、計11回行う。

(3) 新年会、各種講演会・勉強会等（親会合同を含む）の開催

(4) 書店側提案の各種店頭増売企画の推進

(5) バスハイク等家族厚生企画懇親行事の開催

(6) 東京都中小企業団体青年部協議会との交流

(7) 各店舗に利益をもたらす企画

(8) 青年部ホームページを使っての事業、インフラとしての充実

(9) 本屋アプリシステムの開発

(10) その他、書店に関わる事業

Ⅲ　委員会活動

(1) ＮＥＴ店頭連動委員会
ホームページの改善など情報化に関する以下の活動を通じて店頭に顧客を呼び込む活動を行う。

・書店案内アプリの開発

スマホユーザ向けに「書店案内アプリ」をリリースする。全国書店再生支援財団からの補助金６００万円を有効に活用する為に、実用性を高めるアナログ在庫問い合わせ機能の他に、読者を引き付ける魅力あるコンテンツを掲載し、より強力にネットからリアル店舗に読者を誘導する仕組みを造り上げる。但し、予算が限られる為、開発コストを大幅に削減してゆく必要がある。

・ホームページの読者への広告

書店案内アプリのリリース後、下記の広告を行い、ホームページを通じて読者に全ての書店の存在を確実にお伝えし、迷わず目的の本と巡り合える環境をご提供する。また、これによりアクセス数を集めてホームページ自体のメディアとしての力も同時に強化する。

· 業界新聞、新聞、ＴＶ、関連ネット記事、ネット情報雑誌、ビジネス情報雑誌に記事を掲載していただく様プレスリリースを発信する。

· 書店組合主催で版元や書評サイト、読書ブロガー対象の説明会を開催。

· 書店店頭でお客様にアピールするちらし等を作成して配布。

・ホームページへの版元からのリンクを増やす

書店案内アプリのリリース後、版元とその団体等を対象にした説明会を開催し、版元ホームページからのリンクをお願いし、それを起点にネット書店に流れている注文を青年部ホームページに誘導し、そこから店頭へと誘導する様にする。どうしても店頭で本を受け取ることが出来ない忙しい読者には青年部が選んだネット書店にリンクを張り、そのネット書店に誘導する様にする。また、これによりアクセス数を集めてホームページ自体のメディアとしての力も同時に強化する。

・ホームページへの各県組合からのリンクを促す

最初に表示する位置を各道府県の県庁所在地にすることにより他道府県組合のホームページ内で自組合の地図として活用できる様になるので、これを利用して他道府県組合のホームページと連動できる様にする。

令和２年度も引き続き一都三県との連動を目指す。

・店内在庫を表示できる書店を増やす

雑誌の在庫がわかる書店は現在１店舗だけである。あえて書籍の在庫を開示せずに雑誌だけを開示することも可能なので、これを積極的に増やしてゆく。なお、組合非加盟店の存在や在庫も開示して該当店へのサービスを提供している。今年度もこれらの店に組合加盟を促してゆく。

・書店案内の充実

休日未登録店や店頭写真、店主写真がない書店が存在する。これらがなくなる様引き続き作業を行う。

・書店案内のメンテナンス

 書店の新規開店、閉店、営業時間・休日の変更等常時書店情報のメンテナンスを行う。

・広報機能を充実

ホームページを利用して「豊島支部作家講演会」「いーほん青年部」「読者謝恩図書カード」や「書店くじ」等の企画を積極的に宣伝し、店頭への来店客の増加につなげる。

・改善資金の調達

　東京都中小企業団体中央会が斡旋し、東京都で行っている「中小企業新戦略支援事業（団体向け）」の特別支援「販路開拓モデル創出プロジェクト」へ応募し、資金調達を試みる。このプロジェクトの予算は5000万円で、これを2団体で分けるので、実現すれば約2500万円程度の資金調達が可能となる。

また、版元やその他企業からの広告を引き続き募集する、また、宅配機能についても読者及び書店客注での利用の広告を行い、収益事業としてさらに展開してゆく。

(2) 店頭活性化委員会

〇店頭活性化企画

青年部としても今までいくつかの企画をしてきているが、ここ最近では数える程度の店での展開が多い。青年部としてのスケールを生かせていない。理事だけの青年部になりつつある。企画の内容ありきだが今年は参加店舗をどう増やすかを重点に考え実施をしていきたい。

現在進行の企画は…

・　いーほん青年部

おすすめの文庫を専用帯で展開。展開している書店では販売実績が出ている。参加書店を増やし書店員以外の方からのおすすめ本を紹介してもらうなどいろいろと形を変え展開していきたい。

・　報奨企画

スケールを生かす。内容ありきだが参加の協力が必要。

〇青年部推奨カレンダー販売

例年のクック＆ライフ社、新規のぶよう堂ともに不振のため今年度はクック＆ライフ社のみの販売を予定。なかなか新規の参加、既存店での増売は見込めないため今年度の実績により販売継続するかの見直しをする。

年始のお年賀としての配布用として利用している店舗や毎年購入のお客様がいらっしゃる店舗もあるので直接の販売手続きも可能なので対応していく。

(3) 書店再生委員会

まずは昨年度より活動をしている特に正味問題に本年度も大きく関わって行きたい。

また、町の書店の経営の環境改善に向けた取り組みを中心に活動していく。

・雑誌・書籍も含めた正味改定（実利）の更なる推進

・業界各団体との会話をする場を多く設ける

・業界の仕組みに取り入れられている現在の書店のコスト負担（物流・システム・情報・データ活用等）の軽減について検証する。

・新事業（利益向上・経営改善を得る新事業）への展開を模索し、他業界・他業種の店頭展開の施策を提案したい。

(エ)庶務委員会

○神保町ブックフェスティバル

　次回も継続して出店を希望。書店にとってメリットのある企画を行い、書店組合という組織をたくさんの方にアピールしていきたい。

○リクレーション

　台風、新型コロナと２年連続で中止とせざるを得なかったが、今期はカートレース、バスハイク、ラフティング、すだて、筏釣り、釣り船、ボーリングなど、会員相互の親睦が深まる楽しい企画を一回実施する。
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令和２年度　東京都書店商業組合　青年部

予　算　（案）

（自令和２年4月1日～至令和3年3月31日）

費用の部 収益の部

科目 科目


2

貸借対照表(30)

		平成30年度　東京都書店商業組合　青年部　決算報告書 ヘイセイ ネンド トウキョウト ショテン ショウギョウ クミアイ セイネン ブ ケッサン ホウコクショ

		貸　借　対　照　表 カシ シャク タイ アキラ ヒョウ

		（令和2年3月31日） レイワ ネン ヘイネン ガツ ニチ

		資産の部 シサン ブ						負債及び資本の部 フサイ オヨ シホン ブ

		科　　目 カ メ				金額（円） キンガク エン		科　　目 カ メ				金額（円） キンガク エン

		現　　金 ゲン キン				58,540		未払金 ミバライキン				706,611

		預　　金 アズカリ キン				1,542,049				交通費 コウツウヒ		480,000

				みずほ銀行 ギンコウ		705,169				HP技術指導料 ギジュツ シドウ リョウ		133,000

				東京信用金庫 トウキョウ シンヨウ キンコ		836,880				e-hon運営費 ウンエイ ヒ		83,177

										郵送料 ユウソウリョウ		9,576

										封筒代 フウトウ ダイ		858

								預り金（報奨金） アズカ キン ホウショウキン				420,154

								借入金 シャク ニュウキン				260,000

								次期繰越金 ジキ クリコシ キン				213,824

										前期繰越金 ゼンキ クリコシ キン		199,096

										当期利益 トウキ リエキ		14,728



		　合　　　　　計 ゴウ ケイ				1,600,589		　合　　　　　計 ゴウ ケイ				1,600,589

		以上のとおり相違ありません。 イジョウ ソウイ

		　　令和２年　　　月　　　日 レイワ ネン ヘイネン ガツ ニチ						東京都書店商業組合　青年部 トウキョウト ショテン ショウギョウ クミアイ セイネン ブ

								会　長　 カイ チョウ		田中久隆 タナカ ヒサタカ		㊞

								会　計　 カイ ケイ		野上秀和 ノガミ ヒデカズ		㊞



		上記の内容は適正なることを認めます。 ジョウキ ナイヨウ テキセイ ミト						東京都書店商業組合　青年部 トウキョウト ショテン ショウギョウ クミアイ セイネン ブ

		　　令和２年　　　月　　　日 レイワ ネン ヘイネン ガツ ニチ						会計監査　 カイケイ カンサ		小林洋 コバヤシ ヒロシ		㊞

										小宮仁 コミヤ ヒトシ		㊞
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損益計算書(30)

		平成31年度　東京都書店商業組合　青年部　決算報告書 ヘイセイ ネンド トウキョウト ショテン ショウギョウ クミアイ セイネン ブ ケッサン ホウコクショ

		損　益　計　算　書 ソン エキ ケイ サン ショ

		（自平成31年4月1日～至令和2年3月31日） ジ ヘイセイ ネン ガツ ニチ イタル レイワ ネン ヘイネン ガツ ニチ

		費用の部 ヒヨウ ブ										収益の部 シュウエキ ブ

				科目 カモク				金額（円） キンガク エン		摘要 テキヨウ				科目 カモク				金額（円） キンガク エン		摘要 テキヨウ

		1		役員会費 ヤクインカイ ヒ				3,000		理事会費 リジカイ ヒ		1		補助金収入 ホジョキン シュウニュウ				700,000

		2		その他の会議費 ホカ カイギヒ				280,535		監査会・研修会等 カンサ カイ ケンシュウカイ トウ		2		事業収入 ジギョウ シュウニュウ				572,324

		3		交通費 コウツウヒ				480,000		理事会・出版社等 リジカイ シュッパンシャナド						報奨金分配手数料 ホウショウキン ブンパイ テスウリョウ		253,575

		4		通信費 ツウシンヒ				53,025		FAX･資料送付 シリョウ ソウフ						カレンダー売上 ウリアゲ		51,925

		5		その他の費用 ホカ ヒヨウ				502,344								広告掲載収入 コウコク ケイサイ シュウニュウ		266,000

						レンタルサーバー費		35,370								ブックフェスティバル収入 シュウニュウ		824

						ホームページ運営費 ウンエイ ヒ		133,000		指導料・e-hon・ﾏｽﾀ・ｱﾌｨﾘｴｲﾄ シドウ リョウ		3		雑収入 ザツシュウニュウ				61,300		未収消費税返還分等

						振込手数料 フリコミ テスウリョウ		1,607				4		受取利息 ウケトリ リソク				8

						東京都中小企業団体
青年部協議会費用 トウキョウト チュウショウ キギョウ ダンタイ セイネン ブ キョウギカイ ヒヨウ		55,000

						カレンダー仕入 シイレ		51,590

						法人税等負担金 ホウジンゼイ トウ フタンキン		4,900

						補助 ホジョ		219,412		総会・新年会 ソウカイ シンネンカイ

						その他 タ		1,465		謄本･コピー代等 トウホン ダイ トウ

				小　　　計 ショウ ケイ				1,318,904						小　　　計 ショウ ケイ				1,333,632

				当期利益 トウキ リエキ				14,728

				合　　　計 ア ケイ				1,333,632						合　　　計 ア ケイ				1,333,632






予算(31)

		令和２年度　東京都書店商業組合　青年部 レイ ワ ネンド ド トウキョウト ショテン ショウギョウ クミアイ セイネン ブ

		予　算　（案） ヨ サン アン

		（自令和２年4月1日～至令和3年3月31日） レイワ ネン レイワ

		費用の部 ヒヨウ ブ										収益の部 シュウエキ ブ

				科目 カモク				金額（円） キンガク エン		摘要 テキヨウ				科目 カモク				金額（円） キンガク エン		摘要 テキヨウ

		1		役員会費 ヤクインカイ ヒ				25,000		理事会費 リジカイ ヒ		1		補助金収入 ホジョキン シュウニュウ				700,000

		2		その他の会議費 ホカ カイギヒ				230,000		監査会・研修会　　　　　　　　企画会議等 カンサ カイ ケンシュウカイ キカクカイギ トウ		2		事業収入 ジギョウ シュウニュウ				515,000

		3		交通費 コウツウヒ				400,000		理事会・出版社等 リジカイ シュッパンシャナド						青年部総会収入 セイネン ブ ソウカイ シュウニュウ		10,000

		4		通信費 ツウシンヒ				60,000		掘出･FAX同報･総会資料送付 ホリダ ソウカイ シリョウ ソウフ						カレンダー売上 ウリアゲ		65,000

		5		レクリエーション費 ヒ				120,000								広告掲載収入 コウコク ケイサイ シュウニュウ		300,000

		6		その他の費用 ホカ ヒヨウ				6,380,000								新年懇親会収入 シンネン コンシン カイ シュウニュウ		10,000

						レンタルサーバー費		35,000								ブックフェスティバル収入 シュウニュウ		50,000

						ホームページ運営費 ウンエイ ヒ		230,000		指導料・e-hon・ﾏｽﾀ・ｱﾌｨﾘｴｲﾄ シドウ リョウ						アフィリエイト収入＋ehon収入 シュウニュウ シュウニュウ		80,000

						振込手数料 フリコミ テスウリョウ		5,000

						東京都中小企業団体
青年部協議会費用 トウキョウト チュウショウ キギョウ ダンタイ セイネン ブ キョウギカイ ヒヨウ		55,000				3		本屋アプリ補助金収入 ホンヤ ホジョキン シュウニュウ				6,000,000

						カレンダー仕入 シイレ		55,000				4

						本屋アプリシステム構築費 ホンヤ コウチクヒ		6,000,000



				合　　　計 ア ケイ				7,215,000						合　　　計 ア ケイ				7,215,000






